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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射される光学像を光電変換する撮像部と、
　前記撮像部により撮影された撮影画像を分析する分析部と、
　表示を行う表示部と、
　使用者の生体情報と前記分析部の分析結果とに基づいて、前記表示部に、撮影に関する
設定画面およびガイド画面の少なくも一方である表示画面を表示させる制御部と
を備える電子装置。
【請求項２】
　前記電子装置の姿勢を検出する姿勢センサを備え、
　前記制御部は、前記電子装置が定められた姿勢であることを前記姿勢センサが検出した
ときに、前記表示部に前記表示画面を表示させる請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記電子装置の位置を検出する位置検出部を備え、
　前記制御部は、前記位置検出部の検出結果に応じて変更される撮影条件について前記表
示部に表示させる請求項１または２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記撮像部によって撮影されて逐次表示される被写体像と共に、前記表
示画面を前記表示部に表示させる請求項１から３のいずれか一項に記載の電子装置。
【請求項５】
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　処理を行う処理部と、
　表示を行う表示部と、
　前記表示部が前傾したことを検出する姿勢センサと、
　使用者の生体情報と前記姿勢センサによる前記表示部の前傾の検出とに基づいて、前記
表示部に、前記処理部の処理に関する設定画面およびガイド画面の少なくも一方である表
示画面を表示させる制御部と
を備える電子装置。
【請求項６】
　前記電子装置の位置を検出する位置検出部を備え、
　前記制御部は、前記位置検出部の位置検出結果に基づいて、前記表示部に表示される表
示画面を変更する請求項５記載の電子装置。
【請求項７】
　時間を検出する時間検出部を備え、
　前記制御部は、前記時間検出部の時間検出結果に基づいて、前記表示部に表示される表
示画面を変更する請求項５または６記載の電子装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記使用者の生体情報の変化を検出したときに前記表示部に表示させる
表示と、前記使用者の生体情報の変化を検出しないときに前記表示部に表示させる表示と
を異ならせる請求項１から７のいずれか一項に記載の電子装置。
【請求項９】
　前記ガイド画面は、ガイドする機能の内容に従って階層的に構成されており、
　前記制御部は、前記生体情報の変化を検出して前記表示部に前記ガイド画面を表示させ
る場合に階層を異ならせて表示する請求項１から８のいずれか一項に記載の電子装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記表示部に前記表示画面を表示させても前記生体情報に再度変化が生
じないときに、前記表示画面の表示を変更させる請求項１から９のいずれか１項に記載の
電子装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記使用者の生体情報の変化を検出したときに前記使用者が行っていた
操作とは異なる操作に関する前記表示画面を前記表示部に表示させる請求項１から１０の
いずれか１項に記載の電子装置。
【請求項１２】
　前記設定画面および前記ガイド画面の使用履歴を記憶する履歴記憶部を備え、
　前記制御部は、前記履歴記憶部から読み出される前記使用履歴に基づいて、前記表示部
に表示させる前記表示画面を変更する請求項１から１１のいずれか１項に記載の電子装置
。
【請求項１３】
　前記表示部に重ねて配置されるタッチセンサを備え、
　前記制御部は、前記表示部に表示画面を表示させているときに、前記タッチセンサから
の入力を受け付ける請求項１から１２のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項１４】
　被写体光束を透過させる光学系を含む光学系ユニットと、
　前記光学系ユニットに配設され、少なくとも前記光学系ユニットに電力を供給する電力
供給部と、を備える請求項１から１３のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項１５】
　前記使用者の表情を検出する表情検出部を備え、
　前記制御部は、前記表情検出部の検出結果に応じて、前記設定画面およびガイド画面の
少なくとも一方を表示させる請求項１から１４のいずれか１項に記載の電子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影者の生体情報を検出して撮影者の感情を推定し、推定された感情に基づいて撮影操
作を支援する撮像装置が知られている。例えば、感情の高ぶりに応じて手振れ補正ゲイン
を調整し、補正レンズの追従特性を改善している。
［先行技術文献］
［特許文献］
　　［特許文献１］特開２００９－２１０９９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　電子装置に複雑な機能が搭載されるに従って、使用者が設定すべきメニュー項目の数が
膨大となっている。これらのメニュー項目は、種類に応じて複数に分類され、さらにそれ
ぞれの分類の中でその従属関係からツリー構造状に階層化されて整理されている。使用者
は、表示部に表示されたこれら分類されたメニュー項目から設定したいメニューを探して
階層構造をさまようことがあった。
【０００４】
　さらに近時の電子装置においては、それぞれの機能をいかに使用するかについてのユー
ザガイドが用意されていることも多いが、一般的にはやはりユーザガイドも階層化されて
整理されている。すると、メニュー項目と同様に、使用者は参照したいユーザガイドをな
かなか見つけることができなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一つの態様における電子装置は、処理を行う処理
部と、表示を行う表示部と、使用者の生体情報の変化を取得したときに、表示部に、処理
部の処理に関する設定画面およびガイド画面の少なくも一方である表示画面を表示させる
制御部とを備える。
【０００６】
　なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではない。また
、これらの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】カメラシステムの要部断面図である。
【図２】カメラシステムの上部概観図である。
【図３】撮影レンズを左手により把持した第１の状態を示す図である。
【図４】撮影レンズを左手により把持した第２の状態を示す図である。
【図５】カメラ本体に設けられたカメラ本体側生体センサ部を示す図である。
【図６】心拍数検出装置と脈波検出装置の構成を示す図である。
【図７】カメラシステムのブロック図である。
【図８】カメラシステムの背面概観図である。
【図９】メニュー設定画面の階層構造と表示例を説明する図である。
【図１０】ユーザガイド画面の階層構造と表示例を説明する図である。
【図１１】一連の撮影動作と、メニュー設定画面およびユーザガイド画面の表示との関連
を示す動作フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組



(4) JP 5630041 B2 2014.11.26

10

20

30

40

50

み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【０００９】
　図１は、本実施形態に係るカメラシステム１の要部断面図である。本実施形態では、電
子装置や携帯装置の一例として、カメラシステム１について説明する。カメラシステム１
は、カメラ本体２と交換可能な撮影レンズ３を組み合わせて撮像装置として機能する、レ
ンズ交換式一眼レフカメラである。
【００１０】
　撮影レンズ３は、フォーカスレンズ、ズームレンズおよび防振レンズを含むレンズ群４
、絞り５、カメラシステム１の振れを検出する角速度センサ６、レンズ群４を駆動する不
図示の駆動装置等を備える。角速度センサ６は、少なくとも光軸に直交する２軸周りの角
速度を検出する。駆動装置は、例えば振動波モータ、ＶＣＭにより構成される複数のモー
タを有し、フォーカスレンズを光軸方向に駆動し、防振レンズを光軸方向とは異なる方向
に駆動する。
【００１１】
　また、撮影レンズ３は、撮影レンズ３の全体を制御すると共に、カメラ本体２と協働す
るレンズＣＰＵ７を有し、撮影者の心拍数、血流量、血圧、発汗量、体温および撮影レン
ズ３を把持する圧力等を検出するレンズ側生体センサ部８を有する。
【００１２】
　カメラ本体２は、撮影レンズ３からの光束を反射してファインダー光学系２６に導く反
射位置と、撮影レンズ３からの光束がＣＣＤまたはＣＭＯＳなどから構成される撮像素子
２７に入射するように退避する退避位置とで揺動するメインミラー２８を備える。メイン
ミラー２８の一部の領域は半透過領域となっており、カメラ本体２は、この半透過領域を
透過した光束を焦点検出センサ２９へ反射するサブミラー３０を備える。サブミラー３０
は、メインミラー２８に連動して揺動し、メインミラー２８が退避位置をとるときには、
サブミラー３０も光束から退避する。なお、焦点検出センサ２９は、位相差方式により入
射する光束の焦点状態を検出する。
【００１３】
　反射位置にあるメインミラー２８で反射された光束は、焦点板３１、ペンタプリズム３
２を介してファインダー光学系２６へ導かれる。ファインダー光学系２６は、複数のレン
ズから構成されており、撮影者はファインダー光学系２６により被写界を確認することが
できる。
【００１４】
　ペンタプリズム３２を透過する光束の一部は測光センサ４０に導かれる。測光センサ４
０は、撮影レンズ３へ入射する光束を複数の領域ごとに測光することにより、被写界の輝
度分布を計測する。また、ペンタプリズム３２の上方にはＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ Ｐｏｓ
ｉｔｉｏｎｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ：全地球測位システム）モジュール４１を備えており、
ＧＰＳ衛星からの信号を受信して、カメラシステム１が存在している位置情報を取得する
。さらに、カメラ本体２は、撮影レンズ３のマウント部近傍で撮影レンズ３と干渉しない
位置に、被写界の音を取り込むマイク４２と、ファインダー光学系２６の近傍にスピーカ
４３を備える。焦点検出センサ２９、測光センサ４０、ＧＰＳモジュール４１、マイク４
２は、カメラシステム１が使用される外界の環境を取得する意味で、これらは環境センサ
の例と言える。
【００１５】
　メインミラー２８が退避位置にあるときには、撮影レンズ３からの光束は、ローパスフ
ィルタ３３を介して撮像素子２７に入射する。撮像素子２７の近傍には撮像基板３４が設
けられており、撮像基板３４の後方には外部に面して背面モニタ３７が設けられている。
【００１６】
　カメラ本体２には、撮影者の右の手指が触れる位置に、撮影者の心拍数、血流量、血圧
、発汗量、体温およびカメラ本体２を把持する圧力などを検出するカメラ本体側生体セン
サ部１６を有している。カメラ本体側生体センサ部１６の具体的な構成および配置につて
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は後述する。
【００１７】
　また、カメラ本体２は、姿勢センサ４５を備える。姿勢センサ４５は、カメラシステム
１の姿勢を検出する。具体的には、カメラシステム１が横向きに構えられているのか、縦
向きに構えられているのか、さらには、撮影者が背面モニタ３７を視認しやすい姿勢であ
る前傾姿勢であるのか等の姿勢を検出する。
【００１８】
　図２は、本実施形態に係るカメラシステム１の上部概観図である。具体的には、操作者
が右手でカメラ本体２を把持すると共に左手で撮影レンズ３を把持している状態を示す図
である。撮影レンズ３は、上述のように、撮影者の心拍数、血流量、血圧、発汗量、体温
および撮影レンズ３を把持する圧力等を検出するレンズ側生体センサ部８を有するが、レ
ンズ側生体センサ部８は、撮影者の左手の指または掌が触れる位置に配設されている。
【００１９】
　図においては、レンズ側生体センサ部８の一部として、心拍数検出装置９と脈波検出装
置１２が設けられている様子を示す。心拍数検出装置９は、基準電極９ａと検出電極９ｂ
から構成される互いに分離した複数の電極部を有し、撮影者の心拍数を検出する。脈波検
出装置１２は、複数の発光部１２ａ（１２ａ１～１２ａ４）とこれらに対応する受光部１
２ｂ（１２ｂ１～１２ｂ４）が交互に配置されて構成され、撮影者の脈派を検出する。脈
波検出装置１２は、後述するように撮影者の血流量、血圧を測定するために用いられる。
【００２０】
　上述のように、カメラ本体２は、撮影者の右の手指が触れる位置にカメラ本体側生体セ
ンサ部１６を有している。撮影者がカメラ本体２を把持するとき、右手の親指がカメラ本
体２の背面に位置し、人差し指がレリーズＳＷ２４の近傍に位置するので、グリップ部に
位置する他の３本の指と離れてしまう。このため、カメラ本体側生体センサ部１６は、右
手の親指に対応するカメラ背面位置と、人差し指に対応するレリーズＳＷ２４の近傍位置
と、他の３本の指に対応するグリップ部近傍のカメラ前面位置とに離間して設けられてい
る。なお、人差し指に対応するカメラ本体側生体センサ部１６は、レリーズＳＷ２４の表
面に設けられていても良い。
【００２１】
　なお、カメラ本体２においては、右手の親指と人差し指以外の３本の指がカメラ本体２
を把持するカメラ前面位置と、右手の親指に対応したカメラ背面位置との少なくとも一方
が、カメラ本体２を把持する把持部である。また、カメラ本体２の背面には、いくつかの
操作ＳＷが設けられており、これらの操作ＳＷは右手親指で操作される。また、カメラ本
体２の上面には撮影モードを設定する撮影モードＳＷ２５が設けられている。
【００２２】
　図３は、撮影レンズ３を左手により把持した第１の状態を示す図である。第１の状態は
、左手の甲が下側に位置して撮影レンズ３を把持した状態である。図４は、撮影レンズ３
を左手により把持した第２の状態を示す図である。第２の状態は、左手の甲が左側に位置
して撮影レンズ３を把持した状態である。
【００２３】
　撮影者が撮影レンズ３を把持しつつズーム操作、マニュアルフォーカス操作を行う場合
においては、左手の親指が他の指とは離れてしまう。また、異なる撮影者、異なる撮影状
況（例えば、横位置撮影および縦位置撮影）によっても撮影レンズの把持の仕方は変化す
る。そこで、撮影レンズ３の円周上には、複数のレンズ側生体センサ部８（８Ａ～８Ｄ）
が設けられている。
【００２４】
　具体的には、レンズ側生体センサ部８は、ズーム操作位置とマニュアルフォーカス操作
位置との少なくとも一方の位置で、かつ、左手の親指に対応する位置と、親指以外の指に
対応する位置とに離間して設けられる。より具体的には、レンズ側生体センサ部８は、ズ
ーム操作用ゴム、フォーカス操作用ゴムが設けられた位置であって、左手に接触するよう
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に、または、左手と対向するように設けられている。
【００２５】
　レンズ側生体センサ部８Ａは、上述の心拍数検出装置９、脈波検出装置１２の他に、撮
影者の発汗量を検出する発汗センサ１３、撮影者の体温を検出する温度センサ１４、およ
び撮影者が撮影レンズ３を把持する圧力を検出する圧力センサ１５を備える。
【００２６】
　レンズ側生体センサ部８Ｂ～８Ｄは、レンズ側生体センサ部８Ａと同様に、心拍数検出
装置９、脈波検出装置１２、発汗センサ１３、温度センサ１４および圧力センサ１５をそ
れぞれ備える。このように、撮影レンズ３の円周上に複数のレンズ側生体センサ部８（８
Ａ～８Ｄ）を設けることにより左手の掌からも生体情報を検出することができる。
【００２７】
　なお、本実施形態では、ズーム操作位置、マニュアルフォーカス操作位置等に応じて複
数のレンズ側生体センサ部８（８Ａ～８Ｄ）を設けているが、撮影者、撮影状態等に応じ
て撮影レンズ３の把持の仕方が変った場合においても生体情報を検出できる位置であれば
、複数のレンズ側生体センサ部８を上述の位置以外の位置に設けてもよい。また、左手の
親指が撮影レンズ３を把持する力はあまり大きくないので、レンズ側生体センサ部８Ｂ，
８Ｃにおいては、左手の親指に対応する圧力センサ１５を省略してもよい。同様に、レン
ズ側生体センサ部８に高い検出精度が要求されない場合には、左手の親指に対応する位置
のセンサを適宜省略することにより、撮影レンズ３の部品点数を抑えることができる。ま
た、レンズＣＰＵ７は、脈波検出装置１２の発光部１２ａに手指がかかっているときだけ
発光するように制御してもよい。
【００２８】
　図５は、カメラ本体２のレリーズＳＷ２４の近傍に設けられたカメラ本体側生体センサ
部１６を示す図である。図示すように、カメラ本体側生体センサ部１６は、心拍数検出装
置９と同様の構成を有する心拍数検出装置１７と、脈波検出装置１２と同様の構成を有す
る脈波検出装置２０とを有している。また、カメラ本体側生体センサ部１６は、撮影者の
発汗量を検出する発汗センサ２１、撮影者の体温を検出する温度センサ２２、および撮影
者がカメラ本体２を把持する圧力を検出する圧力センサ２３を備えている。なお、上述の
ように、カメラ本体側生体センサ部１６は、図示する右手人差し指に対応する位置以外に
、親指に対応するカメラ背面位置と、他の３本の指に対応するカメラ前面位置にも設けら
れているが、それぞれ同様の構成を有する。
【００２９】
　図６は、カメラ本体側生体センサ部１６が備える心拍数検出装置１７と脈波検出装置２
０の構成を示す図である。図６（ａ）に示すように、心拍数検出装置１７は、基準電極１
７ａと検出電極１７ｂから構成される互いに分離した複数の電極部を有し、撮影者の心拍
数を検出する。また、図６（ｂ）に示すように、脈波検出装置２０は、複数の発光部２０
ａ（２０ａ１～２０ａ４）とこれらに対応する受光部２０ｂ（２０ｂ１～２０ｂ４）が交
互に配置されて構成され、撮影者の脈派を検出する。
【００３０】
　図７は、本実施形態に係るカメラシステム１のブロック図である。撮像基板３４は、撮
像素子２７を駆動する駆動回路１０、撮像素子２７の出力をデジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換回路１１、ＡＳＩＣで構成される画像処理制御回路１８および撮像素子２７からの
信号の高周波成分を抽出するコントラストＡＦ回路１９などを有している。
【００３１】
　画像処理制御回路１８は、デジタル信号に変換された画像信号に対してホワイトバラン
ス調整、シャープネス調整、ガンマ補正、階調調整などの画像処理を施すと共に、ＪＰＥ
Ｇなどの画像圧縮を行って画像ファイルを生成する。生成された画像ファイルは、画像記
録媒体３５に記憶される。画像記録媒体３５は、カメラ本体２に対して着脱可能なフラッ
シュメモリなどの記録媒体であっても良いし、カメラ本体２に内蔵されるＳＳＤ（Solid 
State Drive）などの記録媒体であっても良い。
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【００３２】
　画像処理を施された画像信号は、背面モニタ制御回路３６の制御により、背面モニタ３
７に表示される。撮影直後に撮影された画像信号を所定時間表示すれば、画像記録媒体３
５に記録された画像ファイルに対応する画像を撮影者に視認させるレックレビュー表示を
実現できる。また、撮像素子２７が連続的に光電変換する被写界像を、画像記録媒体３５
に記録することなく背面モニタ３７に逐次表示すればライブビュー表示を実現できる。さ
らに、撮像素子２７が連続的に光電変換する被写界像を、例えばＭＰＥＧ、Ｈ．２６４な
どの動画圧縮処理を画像処理制御回路１８で施して画像記録媒体３５に記録すれば、動画
撮影を実現することができる。このとき、マイク４２で収集した被写界の音声も圧縮処理
して、動画データに同期させて記録する。生成される動画像のフレームレートは、例えば
３０ｆｐｓなど、複数のフレームレートから選択されて設定される。
【００３３】
　コントラストＡＦ回路１９は、撮像素子２７からの撮像信号の高周波成分を抽出してＡ
Ｆ評価値信号を生成し、これが最大になるフォーカスレンズ位置を検出する。具体的には
、画像処理制御回路１８から入力される画像信号から、バンドパスフィルタを用いて所定
の高周波成分を抽出し、ピークホールド、積分等の検波処理を行ってＡＦ評価値信号を生
成する。生成したＡＦ評価値信号は、カメラ本体ＣＰＵ４６に出力する。
【００３４】
　レンズＣＰＵ７は、角速度センサ６で検出した手振れをキャンセルするように、撮影レ
ンズ３内の防振レンズを光軸方向とは異なる方向に駆動して光学式手振れ補正を実現して
いる。手振れ補正はこのような光学式手振れ補正に限らず、撮像素子２７に駆動機構を付
与して、光軸方向とは異なる方向に駆動して手振れをキャンセルする撮像素子駆動式手振
れ補正を採用することもできる。さらには、画像処理制御回路１８から出力された複数枚
の画像間の動きベクトルを算出し、算出した画像間の動きベクトルをキャンセルするよう
に画像読み出し位置を制御して手振れをキャンセルする電子式手振れ補正を採用すること
もできる。光学式手振れ補正および撮像素子駆動式手振れ補正は特に静止画撮影に好適で
あり、動画撮影にも適用される。電子式手振れ補正は動画撮影に好適である。これらの方
式は、選択的、追加的に採用され得る。
【００３５】
　測光センサ４０は、上述のように、撮影レンズ３へ入射する光束を複数の領域ごとに測
光することにより被写界の輝度分布を計測するが、計測結果はカメラ本体ＣＰＵ４６に出
力する。カメラ本体ＣＰＵ４６では、選択された測光モードに応じて露出値を算出する。
測光モードとしては、明るい部分と暗い部分のバランスを取る分割測光モード、画面中央
を適正露出とする中央重点測光モード、選択したフォーカスポイントの狭領域を適正露出
とするスポット測光モードなどが選択され得る。
【００３６】
　カレンダー部３８は、水晶発振子、計時用集積回路等を有しており、年月日時分秒とい
ったカレンダー情報を保持する。カメラ本体ＣＰＵ４６は、カレンダー部３８から時間に
関する情報を適宜検出することができる。ＧＰＳモジュール４１は、ＧＰＳ衛星からの信
号を受信してカメラ本体２が存在している緯度、経度、高度情報を取得する。カメラ本体
ＣＰＵ４６は、ＧＰＳモジュール４１からカメラ本体２が存在している位置に関する情報
を適宜検出することができる。
【００３７】
　フラッシュＲＯＭ３９は、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）であり、カメラシステム１を動作
させるプログラムのほか、各種調整値、設定値を記憶する記憶装置である。具体的には、
ＡＦ調整データ、ＡＥ調整データ、製造時の年月日時間データ、設定ＳＷの設定履歴など
を記憶している。特に、撮影者が設定する各種設定値は、カメラシステム１のメニュー項
目として、種類に応じて複数に分類され、さらにそれぞれの分類の中でその従属関係から
ツリー構造状に階層化されて管理されている。また、カメラシステム１が備える機能につ
いて撮影者をガイドするユーザガイドも、メニュー項目と同様に、種類に応じて複数に分



(8) JP 5630041 B2 2014.11.26

10

20

30

40

50

類され、さらにそれぞれの分類の中でツリー構造状に階層化されて管理されている。また
、フラッシュＲＯＭ３９は、メニュー設定画面およびユーザガイド画面の所定回数分の使
用履歴を記憶している。
【００３８】
　また、フラッシュＲＯＭ３９には、撮影者の平常時の生体情報値も記憶されている。本
実施形態においては、フラッシュＲＯＭ３９は生体情報値として心拍数、血流量、血圧、
体温、カメラ本体２を把持する圧力、撮影レンズ３を把持する圧力を記憶している。
【００３９】
　ＲＡＭ４４は、フラッシュＲＯＭ３９に記憶されたプログラムが展開され、カメラ本体
ＣＰＵ４６が高速にアクセスできるＤＲＡＭなどの高速ＲＡＭである。特に頻繁に参照さ
れる各種調整値、設定値などもフラッシュＲＯＭ３９からコピーされ、カメラ本体ＣＰＵ
４６からのアクセスを容易にする。
【００４０】
　背面モニタ制御回路３６は、上述のように画像処理された画像の他、フラッシュＲＯＭ
３９から読み出したメニュー設定画面およびユーザガイド画面を背面モニタ３７へ表示す
る表示制御を行う。また、背面モニタ３７の表面にはタッチパネルセンサが積層されてお
り、撮影者が背面モニタ３７のメニュー項目等を視認しつつタッチパネルセンサを操作し
たときには、その座標とその座標に対応して表示されていたメニュー項目をカメラ本体Ｃ
ＰＵ４６へ出力する。
【００４１】
　姿勢センサ４５は、上述のように、カメラシステム１の姿勢を検出する。姿勢センサ４
５は、簡単なものでは、フォトインタラプタの赤外光を、重力によって移動する小球が遮
断するかにより一軸方向の姿勢を検出するセンサを組み合わせて構成される。カメラシス
テム１の姿勢として正確な角度まで検出したい場合には、３軸加速度センサなどが用いら
れる。特に本実施形態においては、撮影者が背面モニタ３７を視認しやすい姿勢である前
傾姿勢であるかが検出される構成であれば良い。
【００４２】
　レリーズＳＷ２４は、２段式のスイッチである。撮影者がレリーズＳＷ２４を半押しす
ると、カメラ本体ＣＰＵ４６は、レンズ側生体センサ部８およびカメラ本体側生体センサ
部１６を用いて撮影者の生体情報の検出を開始すると共にオートフォーカス、測光などの
撮影準備動作を行う。さらに撮影者がレリーズＳＷ２４を全押しすると、カメラ本体ＣＰ
Ｕ４６は、静止画、動画の撮影動作を開始する。
【００４３】
　カメラ本体ＣＰＵ４６は、レンズＣＰＵ７と協働してカメラシステム１の全体を制御す
る。本実施形態においては、レンズ側生体センサ部８およびカメラ本体側生体センサ部１
６の出力に基づいて撮影者の生体情報を取得して、カメラシステム１のアシストなどの制
御を行う。ここで、レンズ側生体センサ部８およびカメラ本体側生体センサ部１６による
撮影者の生体情報の取得について説明する。
【００４４】
　まず、心拍数測定について説明する。上述のように、撮影者が左手で撮影レンズ３を把
持する位置には心拍数検出装置９の基準電極９ａおよび検出電極９ｂが設けられており、
撮影者が右手でカメラ本体を把持する位置には心拍数検出装置１７の基準電極１７ａおよ
び検出電極１７ｂが設けられている。検出電極９ｂ、１６ｂからの検出電位は、不図示の
差動増幅器で電位差が増幅されてカメラ本体ＣＰＵ４６へ出力される。カメラ本体ＣＰＵ
４６は、検出電極９ｂ、１６ｂの電位差に基づいて、撮影者の心拍数を演算する。
【００４５】
　なお、例えば撮影者が撮影レンズ３を把持していない場合には、撮影者の左手が基準電
極９ａ、検出電極９ｂに触れていないので、基準電極９ａと検出電極９ｂとの間がオープ
ンとなる。レンズＣＰＵ７は、基準電極９ａと検出電極９ｂとの間がオープンの場合には
、撮影者が撮影レンズ３を把持していないと判断する。同様に、カメラ本体ＣＰＵ４６は
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、心拍数検出装置の基準電極１７ａと検出電極１７ｂとの間がオープンの場合には、撮影
者がカメラ本体２を把持していないと判断する。
【００４６】
　次に、血圧測定について説明する。脈波検出装置１２および２０は、撮影者の血圧を測
定する。なお、脈波検出装置１２と脈波検出装置２０は同様の構成を有するので、脈波検
出装置１２を例に説明する。脈波検出装置１２は、発光部１２ａから例えば赤外線を射出
し、この赤外線が指の動脈で反射され、反射された赤外線を赤外線センサである受光部１
２ｂで受光することにより手の指部の脈波を検出する。つまり、末梢血管の血流量を検出
する。カメラ本体ＣＰＵ４６は、脈波検出装置１２からの脈波に基づいて撮影者の血圧を
演算する。レンズＣＰＵ７は、心拍数検出装置９の基準電極９ａと検出電極９ｂとの出力
から、例えば小指など撮影者のある指が撮影レンズ３に触れていないと判断した場合に、
その指に対応して配置された発光部１２ａの発光を禁止するようにすれば、無駄な発光を
防止すると共に、被写界に迷光を射出することもない。同様に、カメラ本体ＣＰＵ４６は
、心拍数検出装置１７の基準電極１７ａと検出電極１７ｂとの出力に基づいて、例えば撮
影者の親指がカメラ本体２に触れていないときに、脈波検出装置２０の発光部２０ａの発
光を禁止してもよい。
【００４７】
　次に、発汗測定について説明する。発汗は手のインピーダンスを測定することにより検
出できる。発汗センサ１３，２１は、複数の電極を有して発汗を検出する。なお、複数の
電極の一部として基準電極９ａ、基準電極１７ａを兼用してもよい。発汗センサ１３は、
レンズ側生体センサ部８Ａ～８Ｄのそれぞれに設けられているが、感動、興奮、緊張とい
ったような精神性発汗は、発汗量が少なく、発汗時間も短いので、指よりも発汗量が多い
中手の掌側に位置するレンズ側生体センサ部８Ｂ，Ｃだけに設けてもよい。
【００４８】
　次に、温度測定について説明する。温度センサ１４，２２は、熱により抵抗値が変化す
るサーミスタ方式を用いている。発汗には上述の精神性発汗と、体温調節のための温熱性
発汗とがあり、精神性発汗と温熱性発汗とは相互干渉している。このため、カメラ本体Ｃ
ＰＵ４６は発汗センサ１３，２１の出力と、温度センサ１４，２２の出力とに基づいて撮
影者の発汗が精神性発汗か温熱性発汗かを判断することができる。例えば、カメラ本体Ｃ
ＰＵ４６は、温度センサ２２により検出した温度が高く、発汗センサ２１からの発汗信号
が常時検出される場合には温熱性発汗と判断することができる。また、カメラ本体ＣＰＵ
４６は、発汗センサ２１からの発汗信号が不規則に出力される場合に精神性発汗と判断し
て、撮影者が感動、興奮、緊張といった状態であることを検出できる。なお、温度センサ
１４、２２を省略した場合には、本体ＣＰＵ４４は、ＧＰＳモジュール４１の位置情報、
カレンダー部３８からの時間情報などに基づいて、発汗センサ１３、２１からの発汗信号
が精神性発汗か温熱性発汗かを判断してもよい。更に、レンズＣＰＵ７が発汗センサ１３
、温度センサ１４の出力に基づいて、左手の汗が精神性発汗か温熱性発汗かを判断するこ
ともできる。
【００４９】
　次に、圧力測定について説明する。圧力センサ１５は、静電容量型のセンサであり、撮
影者が撮影レンズ３を把持したときの押圧力による変形量を測定する。本実施形態におい
て圧力センサ１５は、操作ゴムの下方に設けられている。圧力センサ２３も同様の静電容
量型のセンサであり、撮影者がカメラ本体２を把持したときの押圧力による変形量を測定
する。なお、圧力センサ１５，２３として歪ゲージ、電歪素子などを用いてもよい。
【００５０】
　上述のように、カメラ本体ＣＰＵ４６は、レンズＣＰＵ７と協働して、レンズ側生体セ
ンサ部８およびカメラ本体側生体センサ部１６の出力に基づいて撮影者の生体情報を取得
し、カメラシステム１のアシストなどの制御を行う。本実施形態においては、撮影者の生
体情報を用いて、メニュー設定画面およびユーザガイド画面の少なくとも一方を背面モニ
タ３７へ表示する制御を行う。
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【００５１】
　図８は、カメラシステム１の背面概観図である。特に、背面モニタ３７にメニュー設定
画面が表示されている様子を示す。図示するように、背面モニタ３７の近傍には十字ＳＷ
４７が設けられており、撮影者は十字ＳＷ４７を操作することで、メニュー設定画面上に
ハイライトでアクティブ表示される設定対象項目を上下左右に移動させて特定のメニュー
項目を選択する。十字ＳＷ４７の中央には決定ボタンが設けられており、撮影者は決定ボ
タンを押下げることにより、選択したメニュー項目の実行を指示する。ユーザガイド画面
の表示についても、撮影者は同様の操作を行うことにより特定の画面を表示させるが、詳
細については、後述する。
【００５２】
　図９は、メニュー設定画面の階層構造と表示例を説明する図である。通常のメニュー設
定画面の階層構造に従えば、図９（ａ）に示すように、まず、それぞれがタブとして分類
される再生タブ５１、撮影タブ５２、セットアップタブ５３およびヘルプタブ５４が左端
に並べて表示される。再生に関するメニュー項目は再生タブ５１に纏められており、同様
に、撮影に関するメニュー項目は撮影タブ５２に、カメラシステム１の使用環境に関する
メニュー項目はセットアップタブ５３に纏められている。ヘルプタブ５４には、表示され
ている項目に関連するヘルプ表示があるときに選択できる説明項目が纏められている。
【００５３】
　撮影者が、再生タブ５１、撮影タブ５２、セットアップタブ５３からひとつを選択する
と、そのタブのタイトル５５、およびそのタブに纏められている次の階層のメニュー項目
一覧５６が表示される。タブの選択は、十字ＳＷ４７の上下ボタンによりアクティブ表示
を移動させ、決定ボタンの押下げにより実行される。ひとつのタブが選択されると、アク
ティブ表示がメニュー項目一覧５６のうちのひとつのメニュー項目に移り、同様に十字Ｓ
Ｗ４７の操作により選択される。なお、メニュー項目一覧５６が表示領域中に収まらない
場合はスクロールバー５７が表示され、現在アクティブとなっているメニュー項目の位置
づけが視認できるように構成されている。
【００５４】
　図９（ａ）は、セットアップタブ５３が選択され、カメラシステム１の使用環境に関す
るメニュー項目が羅列されている例を示す。そのうちの例えば背面モニタ３７の明るさを
調整するメニュー項目である「液晶モニタの明るさ」を選択すると、表示画面が遷移して
、図９（ｂ）の画面が表示される。図９（ｂ）は、選択された「液晶モニタの明るさ」の
メニュー設定画面である。図示するように、明るさを表現する複数のアイコンと、選択し
うる刻み幅に合わせたバーからなるインジケーター５８が表示され、撮影者は、十字ＳＷ
４７の左右ボタンによりアクティブ表示を移動させる。そして、上下ボタンで「ＯＫ」ま
たは「キャンセル」を選択することにより、設定を実行または取消す。
【００５５】
　以上のように、通常の操作により特定のメニュー項目を設定する場合には、順次階層を
下ってメニュー設定画面に辿り着くことが要求される。それぞれのメニュー項目の性質は
多岐にわたり、他のメニュー項目の場合は、更に深い階層においてはじめてメニュー設定
画面が表示されることもある。上述のように、カメラシステム１が備える機能について撮
影者をガイドするユーザガイドも、メニュー項目と同様に、種類に応じて複数に分類され
、さらにそれぞれの分類の中でツリー構造状に階層化されて管理されている。以下にユー
ザガイドについて説明する。
【００５６】
　図１０は、ユーザガイド画面の階層構造と表示例を説明する図である。通常、ユーザガ
イド画面は、撮影モードＳＷ２５の一項目として設けられている「ＧＵＩＤＥ」が指標に
合わされてガイドモードが選択されたときに表示される。図１０（ａ）は、ガイドメニュ
ーのトップ画面である。ガイドメニューは、タイトル６１が表示され、その下に、メニュ
ー設定画面のタブに対応するように、撮影関連アイコン６２、再生関連アイコン６３およ
び設定関連アイコン６４に分類されて表示されている。撮影者は、十字ＳＷ４７を操作す
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ることによりこれらから任意のひとつを選択する。例えば、撮影関連アイコン６２を選択
すると、図１０（ｂ）に示すガイド項目一覧表示へ遷移する。
【００５７】
　ガイド項目一覧表示では、ガイド項目一覧６５が表示され、撮影者は、参照したいガイ
ド項目のひとつを十字ＳＷ４７の操作により選択する。図示するように、例えば「テクニ
ックを使って撮る」を選択すると、図１０（ｃ）に示すように、更にポップアップウィン
ドウが開いて、サブ項目一覧６７が表示される。撮影者はそのうちのひとつのガイド項目
を選択する。最終的に参照したいガイド項目の選択が完了すれば、図１０（ｄ）に示すよ
うな画面に遷移して、その項目のガイドが表示される。ここでは例として、「背景をぼか
して撮る」のユーザガイド画面を示している。図示するように、タイトル６８と共に、そ
の具体的な説明文６９が表示される。そして、設定値７０が表示され、その設定値に相応
するイメージイラスト７１が同時に表示される。例えば、設定値７０が絞り値Ｆ５．６で
あれば、Ｆ５．６に相応する絞り開口の様子をイメージ化する。なお、設定値７０は十字
ＳＷ４７を操作することで変更することができ、そのまま実際の設定値として採用するこ
ともできる。
【００５８】
　以上のように、通常の操作により特定のガイド項目を参照する場合には、順次階層を下
ってユーザガイド画面に辿り着くことが要求される。それぞれのガイド項目の性質は多岐
にわたり、他のガイド項目の場合は、更に深い階層においてはじめてユーザガイド画面が
表示されることもある。そこで、本実施形態においては、撮影者の生体情報に基づいて、
よりダイレクトにメニュー設定画面およびユーザガイド画面の少なくとも一方を背面モニ
タ３７へ表示する制御を行う。
【００５９】
　図１１は、カメラシステム１の一連の撮影動作と、メニュー設定画面およびユーザガイ
ド画面の表示との関連を示す動作フロー図である。本動作フローにおいては、静止画撮影
の撮影動作を例に説明する。
【００６０】
　撮影者が、カメラシステム１の電源をＯＮにして一連のフローを開始させると、カメラ
本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１０１で、背面モニタ制御回路３６を用いて背面モニタ３
７に、露出が調整されたライブビュー画像の表示を開始する。カメラ本体ＣＰＵ４６は、
背面モニタ制御回路３６を用いて背面モニタ３７に、露出が調整されたライブビュー画像
を表示する。露出の調整は、ライブビュー表示の開始時に得られる撮像素子２７からの画
像信号を複数用い、例えば一画像全体の平均輝度値が所定の範囲内に収まるように行う。
または、ライブビュー表示の開始前に一旦メインミラー２８を反射位置とし、測光センサ
４０からの出力を得てカメラ本体ＣＰＵ４６が測光モードに応じた適正露出を算出しても
良い。
【００６１】
　ライブビュー表示の開始から所定時間が経過したら、ステップＳ１０２で、カメラ本体
ＣＰＵ４６は、カメラ本体側生体センサ部１６およびレンズ側生体センサ部８の少なくと
も一方から撮影者の生体情報を取得する。そして、ステップＳ１０３で、以前取得した生
体情報と比較して、変化が生じたか否かを判断する。特に、撮影者の精神状態が通常状態
からイライラ状態に変化したか否かを検出する。
【００６２】
　撮影者の平常状態における生体情報は、フラッシュＲＯＭ３９に蓄積されている。カメ
ラ本体ＣＰＵ４６は、撮影者がカメラシステム１を使用しているときに、定期的、継続的
に撮影者の生体情報を取得し、センサの出力として安定している一定の範囲の生体情報を
平常状態における生体情報として蓄積している。したがって、カメラ本体ＣＰＵ４６は、
取得した生体情報と、フラッシュＲＯＭ３９に蓄積されている平常状態における生体情報
を比較することにより、撮影者の現在の状態が平常状態であるか否かを推測することがで
きる。また、イライラ状態であるか否かも、フラッシュＲＯＭ３９に蓄積されている平常
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状態における生体情報と比較して判断される。例えば、平常状態に対して、心拍数が高く
発汗量が不規則に変化するなどの出力が得られれば、イライラ状態であると判断できる。
【００６３】
　ステップＳ１０３において生体情報に変化が無いことは、ライブビュー画像を視認しつ
つカメラシステム１を操作する撮影者が、その撮影環境に満足していることを意味すると
推定している。換言すれば、撮影者はカメラシステム１を思い通りに操作できていると推
定している。逆に、生体情報に変化があることは、ライブビュー画像を視認しつつカメラ
システム１を操作する撮影者が、その撮影環境に満足していないことを意味すると推定し
ている。例えば、撮影者は特定の撮影モードに変更したいにも関わらず、設定変更の操作
がわからなければ、撮影者はイライラ感等を抱く。カメラ本体ＣＰＵ４６は、レンズ側生
体センサ部８およびカメラ本体側生体センサ部１６の少なくとも一方から、この精神状態
の変化を捉える。なお、撮影環境に対して満足していることを積極的に判断する場合は、
生体情報から特定の感情の推定を行っても良い。
【００６４】
　上述のように、レンズ側生体センサ部８およびカメラ本体側生体センサ部１６は、さま
ざまなセンサの集合体として構成されており、それぞれのセンサが異なる種類の生体情報
を出力する。これらの出力を単独で、あるいは組み合わせて判断することにより、撮影者
の特定の感情を推定することができる。例えば、高い心拍数および精神性発汗が検出され
るときには、撮影者は「焦り」を感じていると推定できる。センサの出力と感情の対応関
係は検証的に求められており、対応関係を示すテーブルをフラッシュＲＯＭ３９に記憶さ
せておくことができる。そこで、感情推定においては、取得された生体情報が、テーブル
に記述された特定の感情パターンと一致するかを判断すれば良い。
【００６５】
　なお、動作フローの開始時より撮影者が平常状態で無いと判断される場合は、カメラシ
ステム１の動作制御が原因ではなく、他の要因による感情形成であると考えられる。した
がって、このような場合には、生体情報の変化による以下の表示制御を行わないように構
成しても良い。または、一旦平常状態に戻ったと判断されてから以下の表示制御を行うよ
うに構成しても良い。
【００６６】
　カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１０３で変化ありと判断すると、ステップＳ１０
４へ進み、姿勢センサ４５の出力を取得してカメラシステム１が傾けられたか否かを判断
する。特に、撮影者が背面モニタ３７を視認しやすい姿勢である前傾姿勢であるかを判断
する。傾けられたと判断したら、ステップＳ１０５へ進む。
【００６７】
　ステップＳ１０５の状況は、ステップＳ１０３で撮影者の生体情報が変化し、ステップ
Ｓ１０４でカメラシステム１が前傾姿勢に傾けられたことから、撮影者は背面モニタ３７
を視認しつつ何らかの設定変更または操作ガイドを求めている状況と推定される。そこで
、カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１０５で、メニュー設定画面およびユーザガイド
画面の少なくとも一方を背面モニタ３７へ表示する制御を行う。メニュー設定画面を表示
するか、ユーザガイド画面を表示するか、あるいはシーケンシャルに共に表示するかは、
予め設定されていても良いし、ユーザの設定に従うように構成しても良い。特に本実施形
態に置いては、カメラシステム１の状況に応じて、カメラ本体ＣＰＵ４６が何を表示する
か適宜判断する場合について説明する。
【００６８】
　カメラシステム１の状況は、さまざまな情報から判断することができる。まず、カメラ
システム１が備える環境センサの出力から使用環境を判断できる。例えば、ＧＰＳモジュ
ール４１の出力として得られる緯度、経度、高度情報と、フラッシュＲＯＭ３９に記憶さ
れている地図情報とから現在の位置情報を取得することができる。位置情報を取得でき、
例えば、有名な風景撮影地であることを判断できれば、風景撮影に適した撮影モードを説
明するユーザガイド画面、または風景撮影に適した撮影条件を初期値とするメニュー設定
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画面を表示できる。カレンダー部３８からの時間情報も、カメラシステム１の使用環境を
推定する情報となる。例えば、現在時刻が夜であれば、夜景撮影に適した撮影モードを説
明するユーザガイド画面、または夜景撮影に適した撮影条件を初期値とするメニュー設定
画面を表示できる。位置情報と時間情報を組み合わせれば、例えば、夏の日中の海岸に適
したユーザガイド画面などを表示することができる。
【００６９】
　環境センサの出力以外の別の情報からもカメラシステム１の状況を判断することができ
る。例えば、フラッシュＲＯＭ３９は、上述のようにメニュー設定画面およびユーザガイ
ド画面の所定回数分の使用履歴を記憶しているが、直前にメニュー設定画面、ユーザガイ
ド画面を表示したにも関わらず再度表示を行う場合には、直前の表示と異なる画面を表示
することが好ましい。すなわち、メニュー設定画面およびユーザガイド画面の表示履歴は
、カメラシステム１の状況を示す材料となる。また、直前に撮影者が行っていた操作も、
カメラシステム１の状況を示す材料となる。例えば、撮影者がある操作を行った結果イラ
イラ状態に変化したと判断できれば、その操作結果は撮影者にとって好ましくない結果と
想定できるので、他の操作に関するユーザガイド画面などを表示すると良い。
【００７０】
　また、生体情報が変化した時に前後して表示されていたライブビュー画像の情報からも
カメラシステム１の状況を判断することができる。例えば、ライブビュー画像に人物の顔
が含まれているにも関わらず焦点が合っていなければ、撮影者は顔認識に関する設定を行
いたいと推定できる。この場合、顔認識の設定に関するユーザガイド画面などを表示する
ことができる。カメラ本体ＣＰＵ４６は、ライブビュー画像を分析して撮影者の生体情報
が変化した原因を推定し、その推定した結果に合わせてユーザガイド画面などを表示する
ことができる。更に、カメラ本体ＣＰＵ４６は、撮影された画像が削除されたときに撮影
者がイライラしていることを検出した場合には、背面モニターに撮影条件を変更するメニ
ューやシーンモードを選択するメニューを表示するようにしてもよい。また、カメラ本体
ＣＰＵ４６は、環境センサの出力に基づいて撮影者が設定した撮影条件とは異なる撮影条
件で撮影を行うようにしてもよい。
【００７１】
　さらに、本動作フローは静止画撮影について説明するが、カメラシステム１が静止画撮
影に設定されているのか、動画撮影に設定されているのかについても、状況を判断する有
用な材料となる。静止画撮影に設定されていれば、例えば、画像モード（高画質、標準、
エコノミーなどの記録画素数）、感度、連写枚数などの静止画撮影に関する表示画面を表
示対象とすれば良いし、動画に設定されていれば、例えば、フレームレート、ショートム
ービの時間設定などの動画撮影に関する表示画面を表示対象とすれば良い。このように選
択すれば、対象となる表示画面を大きく絞り込むことができる。
【００７２】
　ステップＳ１０５では、上述のように設定されたメニュー設定画面およびユーザガイド
画面の少なくとも一方を表示する。ただし、図９および図１０で説明した通常の表示形態
とは異なる形態で表示する。通常の表示形態によれば、順次階層を下って特定のメニュー
設定画面またはユーザガイド画面に辿り着くことが要求されるが、カメラ本体ＣＰＵ４６
が上述のようにカメラシステム１の状況を判断すれば、撮影者が求めている表示画面を推
定することができる。そこで、カメラ本体ＣＰＵ４６は、メニュー設定画面およびユーザ
ガイド画面の階層構造に関わらず、カメラシステム１の状況に応じてダイレクトに深い階
層の表示画面を表示する。なお、通常の操作により深い階層の表示画面から表示されると
きには、カメラシステム１の状況に応じて、より浅い階層の表示画面を表示しても良い。
【００７３】
　さらには、特定の状況を判断できれば、その状況に対して設定項目となる対象機能にふ
さわしい設定値が想定されるので、通常のメニュー設定項目で選択し得る選択肢の数を異
ならせることができる。例えば、通常の絞り値設定表示においては、装着されている撮影
レンズ３が設定しうる絞り値のすべてが選択肢として表示されるが、周辺環境が薄暗い状



(14) JP 5630041 B2 2014.11.26

10

20

30

40

50

況においては、開放値側から数段分の選択肢のみを制限的に表示させることができる。ま
たは、選択させない絞り値をグレーアウトで表示することもできる。
【００７４】
　ステップＳ１０５で表示されるメニュー設定画面、ユーザガイド画面は、切り替えて表
示する他に、ライブビュー表示に重畳して、または、ポップアップウィンドウ形式で表示
することもできる。撮影者は、ライブビュー表示されている被写体像と共にメニュー設定
画面、ユーザガイド画面を視認できれば、より直感的に具体的な操作を理解できる。これ
らの表示画面をどのように表示させるかについては、撮影者が予め選択できるようにして
も良い。また、表示されたメニュー設定画面に対して撮影者が指示を入力するときは、背
面モニタ３７の表面に積層されているタッチパネルセンサを動作させても良い。
【００７５】
　ステップＳ１０５でメニュー設定画面およびユーザガイド画面の少なくとも一方を背面
モニタ３７へ表示したら、ライブビュー表示状態へ戻り、所定時間が経過したら再びステ
ップＳ１０２で生体情報を取得する。ここでの所定時間は、撮影者の感情が変化し得る程
度の時間が定められる。例えば、イライラ状態が通常状態に戻る時間である。撮影者のイ
ライラ状態が続いているときには、さらにメニュー設定画面およびユーザガイド画面の表
示内容を変更して表示すべくこの動作を繰り返す。
【００７６】
　ステップＳ１０３で撮影者の生体情報に変化が無い、特に平常状態であると判断された
場合、および、ステップＳ１０４でカメラシステム１が傾けられたと判断されなかった場
合には、ステップＳ１０６へ進み、レリーズＳＷ２４の半押しであるＳＷ１がＯＮにされ
たか否かを判断する。ＯＮにされていなければステップＳ１０２へ戻り、ライブビュー表
示を継続する。ＳＷ１が撮影者によりＯＮにされると、カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステッ
プＳ１０７へ進み、撮影準備動作を実行する。具体的には、測光センサ４０の出力により
露出値を決定し、焦点検出センサ２９を用いた位相差方式によりオートフォーカスを行う
。オートフォーカスは、コントラストＡＦ回路１９を用いたコントラスト方式であっても
良い。
【００７７】
　ステップＳ１０７で撮影準備動作が終了したら、ステップＳ１０８へ進み、カメラ本体
ＣＰＵ４６はステップＳ１０２と同様に、カメラ本体側生体センサ部１６およびレンズ側
生体センサ部８の少なくとも一方から撮影者の生体情報を取得する。そして、ステップＳ
１０９で、以前取得した生体情報と比較して、変化が生じたか否かを判断する。特に、撮
影者の精神状態が通常状態からイライラ状態に変化したか否かを検出する。
【００７８】
　カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１０９で変化ありと判断すると、ステップＳ１１
０へ進み、姿勢センサ４５の出力を取得してカメラシステム１が傾けられたか否かを判断
する。特に、撮影者が背面モニタ３７を視認しやすい姿勢である前傾姿勢であるかを判断
する。傾けられたと判断したら、ステップＳ１１１へ進む。
【００７９】
　ステップＳ１１０の状況は、ステップＳ１０９で撮影者の生体情報が変化し、ステップ
Ｓ１１０でカメラシステム１が前傾姿勢に傾けられたことから、撮影者はステップ１０７
の撮影準備動作に満足せず、何らかの設定変更または操作ガイドを求めている状況と推定
される。そこで、カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１１１で、メニュー設定画面およ
びユーザガイド画面の少なくとも一方を背面モニタ３７へ表示する制御を行う。ここでは
特に、撮影準備動作に関するメニュー設定画面、ユーザガイド画面を抽出して表示する。
例えば、焦点調節に関するメニュー設定画面、測光モードの違いを説明するユーザガイド
画面などである。ステップＳ１１１でメニュー設定画面、ユーザガイド画面の表示が完了
したら、再びステップＳ１０６へ戻ってＳＷ１がＯＮにされたか否かを判断する。
【００８０】
　ステップＳ１０９で撮影者の生体情報に変化が無い、特に平常状態であると判断された
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場合、および、ステップＳ１１０でカメラシステム１が傾けられたと判断されなかった場
合には、ステップＳ１１２へ進み、レリーズＳＷ２４の全押しであるＳＷ２がＯＮにされ
たか否かを判断する。ＯＮにされていなければステップＳ１０２へ戻り、ライブビュー表
示を継続する。ＳＷ２が撮影者によりＯＮにされると、カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステッ
プＳ１１３へ進み、本撮影動作を実行する。
【００８１】
　ステップＳ１１３の本撮影動作では、ステップＳ１０７で決定された露出値に従って、
レンズＣＰＵ７は絞り５を動作させ、カメラ本体ＣＰＵ４６はフォーカルプレーンシャッ
タを走行させて、被写体光束を撮像素子２７に導く。さらにカメラ本体ＣＰＵ４６は、決
定された撮像感度に従って撮像素子２７の出力に所定のゲインを掛けて電荷読み出しを行
う。そして、ステップＳ１１４へ進み、画像処理制御回路１８は、このように生成された
画像信号に、画像処理および圧縮処理を施して画像ファイルを生成する。画像ファイルの
生成が完了したら、ステップＳ１１５へ進み、カメラ本体ＣＰＵ４６は生成した画像ファ
イルを画像記録媒体３５に記録する。画像処理された画像データは、ステップＳ１１６で
、例えば３秒程度の設定された所定時間の間、背面モニタ制御回路３６により背面モニタ
３７に表示される。撮影者は、撮影直後の画像をレックレビューとして視認することがで
きる。
【００８２】
　撮影者のレックレビューの視認を受けて、ステップＳ１１７で、カメラ本体ＣＰＵ４６
は、カメラ本体側生体センサ部１６およびレンズ側生体センサ部８の少なくとも一方から
撮影者の生体情報を取得する。そして、ステップＳ１１８で、以前取得した生体情報と比
較して、変化が生じたか否かを判断する。特に、撮影者の精神状態が通常状態からイライ
ラ状態に変化したか否かを検出する。カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１１８で変化
ありと判断すると、ステップＳ１１９へ進む。
【００８３】
　ステップＳ１１９の状況は、撮影者はステップＳ１１３からステップＳ１１５の処理に
よって生成された撮影画像に満足せず、何らかの設定変更または操作ガイドを求めている
状況と推定される。そこで、カメラ本体ＣＰＵ４６は、ステップＳ１１９で、メニュー設
定画面およびユーザガイド画面の少なくとも一方を背面モニタ３７へ表示する制御を行う
。ここでは特に、本撮影動作、画像処理に関するメニュー設定画面、ユーザガイド画面を
抽出して表示する。例えば、フラッシュ、赤目緩和等に関するメニュー設定画面、階調補
正処理、色温度補正処理等を説明するユーザガイド画面などである。ステップＳ１１９で
メニュー設定画面、ユーザガイド画面の表示が完了したら、再びステップＳ１０６へ戻っ
てＳＷ１がＯＮにされたか否かを判断する。
【００８４】
　なお、ステップＳ１１６でレックレビュー表示を行えば、撮影者は背面モニタ３７を視
認しやすい姿勢にしていると推定されるので、ステップＳ１１７の後には姿勢センサ４５
による検出は行わない。また、ステップＳ１０４およびステップＳ１１０における姿勢検
出も省いても良い。
【００８５】
　ステップＳ１１８で変化がないと判断すると、一連の動作フローを終了する。なお、上
記動作フローはライブビュー表示の実行を前提に説明したが、撮影者がファインダー光学
系２６により被写界を観察する場合であっても同様の概念によりメニュー設定画面、ユー
ザガイド画面の表示を行うことができる。
【００８６】
　上述の実施形態では、静止画撮影の撮影動作の例を示した。しかし、動画撮影において
も、生体情報の検出結果によりメニュー設定画面、ユーザガイド画面の表示変更を行うこ
とができる。例えば、動画撮影中であっても、定期的に取得する生体情報に変化があった
ら、動画撮影を続行しつつメニュー設定画面、ユーザガイド画面を表示するような制御を
行うこともできる。
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　また、上記実施形態においては、カメラ本体２と撮影レンズ３に、それぞれレンズ側生
体センサ部８とカメラ本体側生体センサ部１６を備えるように構成した。しかし、生体セ
ンサは、より直接的に撮影者の身体に取り付けるように独立させて構成しても良い。例え
ば、特開2005-270543号公報（米国特許第7538890号）に開示されているような腕時計型の
生体センサを用いてもよい。この場合、カメラシステム１は、有線または無線による生体
情報取得部を備えることになる。なお、生体センサを複数備える場合に、それぞれの出力
が異なる場合がある。このような場合には、いずれの生体センサからの出力を優先するか
を予め決めておくこともできるし、出力の平均値を算出するなどの対処を採用することも
できる。
【００８８】
　また、上記実施形態においては、レンズ交換式一眼レフカメラであるカメラシステム１
を携帯装置の例として説明したが、当然カメラシステム１への適用に限らない。コンパク
トデジタルカメラ、ミラーレス一眼カメラおよびビデオカメラはもちろん、生体情報の検
出結果によりメニュー設定画面、ユーザガイド画面の表示変更を実行し得る電子装置（例
えば、ノートパソコン、ゲーム機器、携帯電話、ミュージックプレーヤーなど）であれば
、上述の概念はいずれも適用できる。
【００８９】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更または改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。その様な変更または改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【００９０】
　特許請求の範囲、明細書、および図面中において示した装置、システム、プログラム、
および方法における動作、手順、ステップ、および段階等の各処理の実行順序は、特段「
より前に」、「先立って」等と明示しておらず、また、前の処理の出力を後の処理で用い
るのでない限り、任意の順序で実現しうることに留意すべきである。特許請求の範囲、明
細書、および図面中の動作フローに関して、便宜上「まず、」、「次に、」等を用いて説
明したとしても、この順で実施することが必須であることを意味するものではない。
【符号の説明】
【００９１】
１　カメラシステム、２　カメラ本体、３　撮影レンズ、４　レンズ群、５　絞り、６　
角速度センサ、７　レンズＣＰＵ、８　レンズ側生体センサ部、９　心拍数検出装置、１
０　駆動回路、１１　Ａ／Ｄ変換回路、１２　脈波検出装置、１３　発汗センサ、１４　
温度センサ、１５　圧力センサ、１６　カメラ本体側生体センサ部、１７　心拍数検出装
置、１８　画像処理制御回路、１９　コントラストＡＦ回路、２０　脈波検出装置、２１
　発汗センサ、２２　温度センサ、２３　圧力センサ、２４　レリーズＳＷ、２５　撮影
モードＳＷ、２６　ファインダー光学系、２７　撮像素子、２８　メインミラー、２９　
焦点検出センサ、３０　サブミラー、３１　焦点板、３２　ペンタプリズム、３３　ロー
パスフィルタ、３４　撮像基板、３５　画像記録媒体、３６　背面モニタ制御回路、３７
　背面モニタ、３８　カレンダー部、３９　フラッシュＲＯＭ、４０　測光センサ、４１
　ＧＰＳモジュール、４２　マイク、４３　スピーカ、４４　ＲＡＭ、４５　姿勢センサ
、４６　カメラ本体ＣＰＵ、４７　十字ＳＷ、５１　再生タブ、５２　撮影タブ、５３　
セットアップタブ、５４　ヘルプタブ、５５　タイトル、５６　メニュー項目一覧、５７
　スクロールバー、５８　インジケーター、６１　タイトル、６２　撮影関連アイコン、
６３　再生関連アイコン、６４　設定関連アイコン、６５　ガイド項目一覧、６７　サブ
項目一覧、６８　タイトル、６９　説明文、７０　設定値、７１　イメージイラスト
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